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～～～

とまと生産全道一めざし新
部
会
長
に
寺
口
方
水
さ
ん

　

当
Ｊ
Ａ
14
生
産
部
会
の
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
と
ま
と
生
産
部
会
の
総
会
が
１
月

16
日
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｈ

28
年
は
生
育
期
の
６
月
は
曇
天
、
低

温
の
影
響
に
よ
り
各
作
物
の
生
育
は

重点項目

・栽培基準の遵守による高位平準
化を図る

・生産履歴記帳の徹底
・全土壌診断の実施
・GAP（生産工程管理）への取組

み
・研修会、講習会の開催、参加
・マルハナバチの飼養と管理の徹

底・現地調査の実施
・経済性を考慮した施設栽培の推

進

平成 30年度新役員（敬称略）
役職 氏　　名 住　所

部会長 寺口方水 原野四線
副部会長 大井徳和 旭中央
副部会長 長谷川勝洋 原野四線

理事 佐佐木正勝 新星第二
理事 野老山直樹 美沢共立
理事 林　大祐 新区画向上
理事 辻　英則 下宇莫別朝日

理事 ピンティリエ
ラズバン 朗根内

理事 田中　康明 旭中央
理事 柚木　壮太 旭第三
理事 奥平　和久 字基線 16 号
監事 代田　康宏 朗根内
監事 内藤　洋仁 新星第二

停
滞
傾
向
と
な
っ
た
も
の
の
７
月
以
降

に
つ
い
て
は
総
じ
て
天
候
は
良
く
、
生

育
は
順
調
。
露
地
野
菜
は
、
全
般
的
に

平
年
よ
り
高
い
収
量
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
し
、
販
売
実
績
に
つ
い
て

は
、
生
産
量
５
，
１
６
４
ｔ
（
前
年
５
，

０
５
３
ｔ
）
前
年
対
比
１
０
２
・
２
％
、

生
産
額
１
，
５
８
７
，
１
７
４
千
円
（
前

年
１
，
４
７
８
，
１
４
６
千
円
）
前
年

対
比
１
０
７
・
４
％
、
10
ａ
当
り
の
収

量
は
11
・
４
ｔ
（
前
年
11
・
４
ｔ
）
前

年
対
比
１
０
０
・
２
％
、
10
ａ
当
り
の

収
入
は
３
，
４
９
９
千
円
（
前
年
３
，

３
２
３
千
円
）前
年
対
比
１
０
５
・
３
％
、

平
均
単
価
３
０
７
円
（
前
年
２
９
３
円
）

前
年
対
比
１
０
４
・
８
％
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
農
業
振
興
計
画
で
も

主
幹
品
目
と
し
て
高
生
産
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
は
役
員
改
選
年

に
あ
た
り
新
部
会
長
に
寺
口
方
水
さ
ん

（
原
野
４
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

協同の絆強く、前進
 　農業生産の飛躍と活力ある協同事
業の推進を誓う JA の新年交礼会が 1
月 9 日大ホールで開かれました。この
交礼会には浜田町長、組織活動代表者、
町内農業団体長、日常的に取引のある
関連会社代表、JA 役職員などホール
一杯に 215 名が協同の絆深く更なる
前進を誓いました。開会挨拶で熊谷組
合長は「平成 28 年の施設被災はほぼ
回復し今年から穀類の受け入れ調整は
新施設の利用が可能。農業総生産高も
連年の右肩上がりで交付金を含め 155
億円が見込める。TPP や EPA 交渉に
は不満が残るが協同組織一丸となって
取り組みたい。当ＪＡ創立 70 周年の
節目に組合員の皆さんと更なる飛躍を
遂げたい」と述べました。続いて菰（こ
も）樽による鏡開きでは各代表が祝い
酒を囲み熊谷組合長や浦島専務の音頭
で威勢よく杵が打ち下され新年の飛躍
を新たに誓いました。平成 30 年は農
業振興計画の総仕上げ年。JA 役職員
は目標の達成に向けて、事業の推進に
思いを馳せていました。

　

Ｊ
Ａ
び
え
い
年
金
友
の
会
（
江
花
一

治
会
長
）
で
は
恒
例
の
「
湯
治
」
を
１

月
25
日
か
ら
３
日
間
の
日

程
で
行
い
、
64
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
が
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
事
業
の
一
つ
で

人
気
も
高
く
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
「
話
の
花
」
が

咲
き
白
金
温
泉
の
名
湯
に

つ
か
り
体
を
癒
し
て
い
ま

し
た
。
初
日
は
熊
谷
組
合

長
も
懇
親
に
参
加
し
、
現

況
の
Ｊ
Ａ
の
生
産
経
過
や

事
業
に
つ
い
て
報
告
し
、

日
頃
の
事
業
協
力
に
感
謝

を
述
べ
、
先
輩
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
再
会
を
約
束
し
て
い
ま

し
た
。

い～い湯だな

年金友の会 64 名　白金温泉で
　　　　湯治でのんびり　　　　湯治でのんびり

重点事項などを確認の定期総会

新年を威勢よく菰（こも）樽で鏡開き

一層の盛り上がりで
和やかに懇親会

開宴を前に江花会
長挨拶
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　経済成長というのは国内の生産、需要、所得それ
ぞれの合計であるＧＤＰが増えることと考えていま
す。かつてわが国では猛烈な勢いで経済成長した高
度成長期がありました。それではなぜ高度成長は起
きたかですが、この時期は生産年齢（15 ～ 65 歳）
人口率、すなわち働き手の人口が 1.7％ほどのペー
スで伸びていました。さらに、働き手一人当たりの
生産量が増え経済成長率は 10％近くになります。
　少子高齢化が問題視されるこれからの日本にとっ
て、注目される最重要キーワードは「生産性の向上」
です。高度成長期、生産性の向上でインフレギャッ
プが埋まり国民が豊かになり、豊かになったことか
ら国民は消費を増やします。すると需要が増えまた
生産性が上がる。これこそが経済成長です。この循
環がぐるぐる回ってふと気付けば世界２位の経済大
国となったのです。日本の総人口の減少ペースはほ
ぼ横ばいでしたが、少子化により生産年齢人口の減
少は著しく、総人口に対しての生産年齢人口の割合
が問題で、バブル期は７割ほどありましたが現在６
割となっており、まもなく６割を切るでしょう。
　我が国の総人口は高齢化により維持されているも
のの、それに対し生産年齢人口が減っているので
インフレギャップになるのは当然です。団塊の世代
が生産年齢人口から抜け、新たな若者は労働市場に
入ってきません。少子高齢化が終わらない限り、絶
対にインフレギャップに陥ります。高度成長期も同
じようにインフレギャップだったものの、生産性の
向上によってわが国は経済成長することができまし
た。また同じことをすればいいのです。
　さて、農業分野では機械化を進めることが重要で
す。ドローンやＡＩの進化、あるいは米の生産や草
取りの自動化など設備投資、技術革新を行えば高度
成長期のような実質賃金向上を伴う生産性の向上が
できるでしょう。農業分野は特に生産性が低い、機
械化が進めば儲かる産業となり、生産能力も維持で
きるでしょう。今日本は歴史の分岐点で農協のみな
さんはその先頭に立っている、農協こそが農業分野
における生産性向上をけん引してもらいたいと考え
ています。

（三橋貴明氏講演から / おわり）

～経済通が視る農業、農協（その3）～
経済成長のカギは、生産性の向上

小
豆
類
に
つ
い
て

　

安
価
な
古
品
在
庫
の
減
少
や
、
供
給
力

の
減
少
に
よ
る
価
格
上
昇
で
、
消
費
の
ペ

ー
ス
が
前
年
よ
り
落
ち
込
ん
で
き
て
お
り

ま
す
が
、
食
品
表
示
法
改
正
（
Ｈ
29
年
９

月
～
）に
よ
り
、輸
入
品
か
ら
国
産（
道
産
）

品
へ
の
切
り
替
え
の
動
き
が
強
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
安
定

供
給
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

Ｈ
30
年
産
の
生
産
に
あ
た
っ
て
は
面
積
の

確
保
が
必
要
で
す
。
大
納
言
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
27 

・
28 

年
産
の
面
積
減
少
に
よ
る
供

給
力
不
足
か
ら
消
費
が
低
迷
し
て
お
り
ま

す
。

光
黒
大
豆
に
つ
い
て

　

Ｈ
29
年
産
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
、
面

積
が
２
，８
３
２
㌶
（
前
年
２
，４
７
３
㌶
）

と
増
加
し
、
収
量
も
３
・
95
俵
と
平
年
３
・

75
俵
／
反
）
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、
安
定

し
た
需
給
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
近
年
の
安
定
し
た
消
費
（
10
万
～

11
万
俵
）
が
Ｈ
28
年
産
の
不
作
お
よ
び
高

価
な
品
の
受
け
渡
し
に
よ
り
落
ち
こ
ん
で

お
り
、
ど
の
程
度
回
復
す
る
か
に
よ
っ
て

は
、
い
つ
タ
イ
ト
な
状
況
に
な
る
か
わ
か

ら
な
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
需
要
に
基
づ
く
作
付

豆作生産部会で冬季研修

Ｈ３０年作付けは増反指向で

が
必
須
で
あ
り
ま
す
が
、品
目
の
特
性
（
年

産
や
産
地
に
よ
る
皮
切
れ
等
の
品
位
差
）

か
ら
、
栽
培
適
地
で
の
安
定
的
な
品
質
に

よ
る
供
給
数
量
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
引
き
続
き
指
標
に
基
づ
く
適
地
で

の
面
積
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

婉
豆
類
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
豊
作
が
続
い
て
い
る
こ
と
に

よ
り
供
給
力
が
や
や
過
剰
気
味
に
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｈ
30
年
産

に
お
い
て
は
作
付
面
積
を
減
少
さ
せ
て
需

給
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
一
方
で
、
近
年
コ
ン
ビ
二

等
の
大
福
需
要
の
高
ま
り
や
輸
入
玉
か
ら

道
産
玉
へ
の
切
替
え
が
進
ん
で
き
た
こ
と

か
ら
、
安
定
的
に
消
費
し
て
き
て
お
り
、

中
・
長
期
的
に
考
え
る
と
作
付
面
積
の
維

持
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

豆
作
生
産
部
会
（
喜
多
順
一
部
会
長
）

で
は
Ｈ
30
年
度
の
冬
季
研
修
会
を
開
き

ま
し
た
。
全
道
的
に
豆
作
生
産
意
欲
は

低
迷
し
て
お
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
増
反
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
需
給
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
の
で
品
目
別
に
ご
紹
介
致

し
ま
す
。
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青年部より報告が行われました

工
程
管
理
を
共
有
し
作
業

　

タ
ス
マ
ニ
ア
州
立
専
門
学
校
で
の
研
修

に
係
る
講
義
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
自
己
紹

介
等
の
後
ラ
ン
チ
を
は
さ
み
、
早
速
タ
ス

テ
フ
管
理
農
場
フ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
農
場
へ

移
動
。
こ
こ
で
は
企
業
へ
の
土
地
の
リ
ー

ス
や
失
職
者
が
生
活
保
護
者
を
受
け
る

た
め
の
奉
仕
活
動
の
場
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
フ
ァ
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
多
目

的
農
場
で
あ
り
、
生
産
物
の
売
り
上
げ
な

ど
は
そ
の
ま
ま
タ
ス
テ
フ
の
運
営
資
金
と

な
る
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
農
場
の
先
生

の
一
人
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
氏
は
作
業
を
行

う
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
と
し
て
現
場
に

携
わ
る
人
員
全
員
で
行
程
表
を
作
り
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
う
る
作
業
の
洗
い
出
し
、

そ
の
作
業
へ
の
対
処
方
法
、
心
が
け
な
ど

を
全
員
が
し
っ
か
り
と
把
握
・
認
識
し
た

後
に
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
の
作
業
中
に

も
少
し
で
も
事
故
に
つ
な
が
り
そ
う
な
こ

と
が
起
き
る
度
に
行
程
表
を
更
新
し
て
い

く
徹
底
し
た
や
り
方
で
あ
っ
た
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
や
る
べ
き
こ
と
の
１
つ

で
あ
る
カ
ボ
チ
ャ
の
定
植
。
そ
の
前
段
と

し
て
重
要
な
マ
ル
チ
ン
グ
作
業
を
研
修
者

４
名
、
通
訳
の
安
井
氏
、
タ
ス
テ
フ
農
場

の
先
生
ロ
ド
ニ
ー
氏
、
ダ
ン
カ
ン
氏
、
生

徒
２
名
と
共
に
こ
な
し
た
。
こ
ち
ら
で
は

　

当
Ｊ
Ａ
が
昨
年
２
月
に
交
わ
し
た
タ
ス

マ
ニ
ア
州
と
の
協
定
に
基
づ
き
研
修
派
遣

が
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の

体
験
や
成
果
を
発
表
す
る
報
告
会
が
１
月

23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
は

「
Ｊ
Ａ
び

え
い
担
い

手
研
修
」
と
称
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
在
札
幌
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
事
の

ロ
ナ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
氏
、
領
事
館
の
小

林
商
務
官
、
ホ
ク
レ
ン
の
箱
石
代
表
理
事

常
務
、
川
﨑
農
業
委
員
会
長
、
保
田
農
林

課
長
、
農
政
事
務
所
の
高
木
主
任
農
政
推

進
官
の
他
、
関
係
取
引
先
の
代
表
等
も
招

き
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
初
の
派
遣
で
研

マ
ル
チ
農
法
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
マ
ル

チ
と
い
え
ば
稲
わ
ら
マ
ル
チ
と
い
う
風
な

状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
安
井
氏
を
通
じ
て

説
明
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
っ

た
。
ダ
ン
カ
ン
氏
が
借
り
て
き
た
マ
ル
チ

ン
グ
作
業
機
は
日
本
の
よ
り
も
遥
か
に
大

き
＜
、
作
業
機
自
体
に
人
が
乗
っ
て
ペ
ダ

ル
で
マ
ル
チ
を
抑
え
、
油
圧
レ
バ
ー
で
土

の
マ
ル
チ
へ
の
盛
り
具
合
を
調
整
す
る
と

い
う
も
の
。
強
風
で
土
を
盛
る
前
に
マ
ル

チ
が
め
く
れ
難
産
の
作
業
と
な
っ
た
。

記
録
づ
く
め
の
生
産
管
理

　

タ
ス
マ
ニ
ア
州
の
品
質
管
理
基
準
に
つ

い
て
の
座
学
で
は
、
消
費
者
・
販
売
業
者

の
食
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
く
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ケ
ア
と
呼
ば
れ
る
基
準
を
満
た
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
作
り
手
が
「
消
費
者

の
安
全
を
守
り
、
か
つ
作
物
に
対
し
て
高

い
意
識
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
示
す
証

明
と
し
て
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
と
い
う
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ニ
―
先

生
自
体
、
自
分
の
農
場
の
記
録
を
請
け
負
っ

て
お
り
、
記
録
す
る
項
目
が
非
常
に
多
く
、

記
録
専
門
で
一
人
雇
う
く
ら
い
の
労
力
は

必
要
と
の
こ
と
。

　

そ
し
て
記
録
し
た
も
の
は
定
期
的
に
見

直
す
こ
と
で
、
監
査
に
備
え
、
自
己
分
析
に

も
必
ず
役
立
つ
と
語
っ
て
い
た
。
そ
し
て

こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ケ
ア
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ

ヤ
ッ
プ
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
生
産

　
Ｊ
Ａ
び
え
い
農
業
担
い
手
研
修
報
告

修
を
受
け
た
の
は
Ｊ
Ａ
び
え
い
青
年
部
の

４
名
で
大
波
太
郎
さ
ん
（
新
星
）、
酒
本
新

一
さ
ん
（
水
沢
）、
前
田
翔
さ
ん
（
置
杵
牛
）、

神
成
貴
洋
さ
ん
（
新
区
画
）
の
各
氏
。

　

研
修
期
間
は
平
成
29
年
11
月
18
日
～
同

12
月
17

日
ま
で

の
１
ヶ
月
。
研
修
は
語
学
文
化
、
同
州
タ

ス
テ
フ
学
校
内
で
の
栽
培
技
術
研
修
・
農

業
研
修
、
か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
に
お
け
る
調
査

や
情
報
収
集
、
輸
出
販
売
を
見
通
し
た
豪

州
他
・
販
売
候
補
先
の
市
場
調
査
な
ど
で

す
。
研
修
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

現
地
で
の
厳
し
い
生
産
管
理
、
大
規
模
農

場
の
現
場
を
体
感
し
、
研
修
後
は
地
域
や

我
が
家
の
「
営
農
に
活
か
す
」
こ
と
が
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
瑛
農
業
の
底
上
げ
に
も
繋
げ
た
い

　

報
告
の
ま
と
め
で
は
、「
貴
重
な
体
験

を
通
し
情
報
や
経
験
を
地
域
に
伝
え
、
美

瑛
農
業
の
全
体
的
な
底
上
げ
に
繋
げ
る
こ

と
を
前
提
に
、
今
後
の
農
業
経
営
に
向
け

て
国
内
外
の
農
業
を
知
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
。
何
よ
り
多
様
な
発
想
の
下
で
、
農

業
に
取
り
組
む
姿
は
非
常
に
大
き
な
糧
と

な
っ
た
。
こ
の
刺
激
を
自
身
の
農
業
意
欲
・

技
術
の
向
上
に
結
び
つ
け
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
１
月
中
旬
に
北
瑛
地
区
青
年
部
10
名

に
よ
る
視
察
研
修
、
２
月
下
旬
に
Ｊ
Ａ
職

員
３
名
が
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
以
下
研
修
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
（
要
約
）

１
ヶ
月
研
修
の
成
果
を
報
告 

豪
州
タ
ス　

マ
ニ
ア

農
業

研
修
報
告



フォト ス チケ
ッ

◀移動手段は
広い農場で
普及の ATV
と呼ばれる
全地形対応
車だ。

▶
ATV 車は若い
人が無茶な運
転で命を落と
したりしてい
る。扱いやす
くても油断の
できない車輌
だ。

◀マルチ作業
は傾斜にな
るとマルチ
本体の抑え
が甘くてズ
レ る。 土 塊
や石が載っ
てくるなど
細かな問題
が多々発生
した。

◀厳しいタス
マニア州の
品質管理基
準。栽培基
準は大手ス
ーパーや消
費者も作成
に関わり食
と農に対す
る思いがひ
しひしと伝
わる。

▶
農機具や建機
の販売会社は
どこも大きく
きれいに整理
されている。
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物
の
大
半
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
や
海

外
に
輸
出
す
る
タ
ス
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
重

要
な
要
素
で
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
の
栽
培

基
準
は
州
だ
け
で
は
な
く
大
手
ス
ー
パ
ー

や
生
産
者
、
消
費
者
が
作
成
に
関
わ
っ
て

い
る
と
聞
き
、
食
と
農
に
対
す
る
想
い
の

強
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
内
容
だ
っ
た
。

巨
大
な
農
機
修
理
工
場
し
か
も
綺
麗

　

タ
ス
テ
フ
職
員
の
案
内
で
農
機
会
社
、

農
協
を
視
察
研
修
し
た
。
ド
イ
ツ
フ
ァ
ー

ル
等
の
農
機
、
建
機
の
販
売
、
修
理
等
を

行
う
会
社
で
あ
る
。
見
学
者
に
も
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
お
り
、

代
表
者
の
カ
メ
ラ
撮
影
と
見
学
者
各
人
の

名
前
の
記
入
、
ゴ
ー
グ
ル
や
安
全
靴
の
着

用
を
要
求
さ
れ
た
。
扱
っ
て
い
る
機
械
の

巨
大
さ
に
も
驚
い
た
が
、
特
に
印
象
的
だ
っ

た
の
は
事
務
所
、
修
理
工
場
共
に
非
常
に

綺
麗
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

　

ど
の
作
業
場
も
、
油
汚
れ
や
埃
な
ど
は

目
立
た
ず
、
部
屋
を
使
用
す
る
た
び
に
き

ち
ん
と
清
掃
を
行
っ
て
い
る
賜
物
だ
ろ
う
。

機
械
も
部
品
も
作
業
場
も
徹
底
し
て
清
潔

に
保
つ
こ
と
で
、
故
障
個
所
を
見
落
と
さ

ず
、
か
つ
作
業
の
効
率
も
上
が
る
と
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
を
守
っ
て
い
る
だ
け
と

は
言
っ
た
が
、
巨
大
な
工
場
で
全
員
が
共

通
の
意
識
で
作
業
に
あ
た
れ
る
と
い
う
の

は
、
理
想
的
な
こ
と
だ
と
感
心
し
た
。

高
齢
化
進
む
タ
ス
マ
ニ
ア

　

１
９
７
７
年
創
業
、
タ
ス
マ
ニ
ア
唯
一

の
農
業
協
同
組
合
。
登
録
組
合
員
は
お
よ

そ
７
５
０
戸
で
、
60
％
が
肉
牛
、
乳
牛
な

ど
の
酪
農
、
25
％
が
畑
作
農
家
、
残
り
が

野
菜
農
家
な
ど
、
と
い
っ
た
割
合
。

　

農
業
用
品
な
ど
を
主
に
取
り
扱
い
、
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
セ
イ
カ
ン
の
よ
う
な
感

想
を
持
っ
た
。
年
会
費
２
５
０
豪
＄
、
各

種
講
習
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

さ
せ
、
商
用
車
な
ど
は
持
た
ず
に
利
益
の

一
部
を
組
合
員
に
還
元
す
る
形
を
と
っ
て

い
る
。
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
は
大
規
模
な

農
家
で
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
齢
化
が

進
み
、
小
規
模
な
農
家
は
徐
々
に
辞
め
て

い
く
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

テ
ー
ブ
ル
キ
ャ
ッ
プ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
農
場

は
テ
ー
ブ
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
い
う
岬
に
位
置

す
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
等
の
球
根
を
主
な
生

産
物
と
す
る
観
光
農
場
。
こ
こ
は
元
々
火

山
の
火
口
で
あ
っ
た
所
が
隆
起
し
て
生
ま

れ
た
岬
で
、
土
壌
の
由
来
は
溶
岩
で
あ
り
、

土
中
の
粘
土
の
割
合
は
70
％
を
占
め
る
。

　

し
か
し
美
瑛
の
粘
土
土
壌
と
は
重
さ
、

色
な
ど
が
異
な
り
、
粘
土
以
外
に
含
ま
れ

て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
分
や
有
機
物
が
豊
富
な

た
め
に
そ
の
違
い
が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ

と
い
う
説
明
だ
っ
た
。

　

こ
の
土
壌
の
有
機
物
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
維

持
す
る
た
め
に
土
壌
改
良
に
は
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
ら
し
く
近
年
学
会
で
発
表
さ

れ
た
緑
肥
の
使
い
方
な
ど
を
い
ち
早
＜
取

り
入
れ
る
な
ど
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
姿

勢
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

球
根
類
の
収
穫
適
期
は
三
日
間
と
非
常
に

短
い
期
間
の
た
め
、
取
り
扱
う
約
１
０
０

品
種
の
定
植
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
き
ち
ん
と
管

理
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
。
こ
の
球
根

の
流
通
に
関
し
て
、
行
先
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
全
土
に
渡
り
、
競
争
相
手
が
ほ
と
ん
ど
お

ら
ず
、
取
引
業
者
と
も
確
固
た
る
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
る
た
め
非
常
に
安
定
し
た
収
入

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
語
っ
て
い
た
。
人
と

違
っ
た
こ
と
を
し
て
み
た
い
、
と
い
う
意
識

が
強
か
っ
た
結
果
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
い
う

方
向
へ
農
場
の
経
営
方
針
を
転
換
し
た
と
聞

き
、
そ
の
行
動
力
に
感
服
し
た
。
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営
か
ら
現
在
の
「
ト
マ
ト
専
業
」
へ
と
移

行
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
規
模
は
施
設
ハ
ウ
ス
16
棟
、
面
積
換

算
で
約
１
，
４
０
０
坪
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
家
族
経
営
で
す
が
、
繁
忙

期
に
は

パ
ー
ト

さ
ん
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
４
人
で
収
穫
か
ら
出
荷
ま

で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
29
年
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
「
７
月
頃
の
高
温
障
害
に
よ
る
花
落
ち

は
収
量
的
に
影
響
を
心
配
し
た
も
の
の
、

　

宇
莫
別
市
街
を
通
り
聖
台
ダ
ム
に
向
か

う
。
春
先
は
周
辺
を
桜
樹
が
堤
を
飾
る
も

の
の
今
は
厳
冬
の
さ
中
で
、
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
静
か
な
佇
ま
い
が
真
っ
白

な
世
界
で
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ム

は
あ
の
三

浦
綾
子
さ

ん
の
小
説

「
銃
口
」
の
舞
台
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
聖
台
ダ
ム
の
上
流
部
に
松
原
さ
ん
が

農
業
に
取
り
組
む
場
所
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
耕
種
品
目
は
ト
マ
ト
。
先
代
の
意
志

を
受
け
就
農
７
年
目
。
水
稲
と
の
複
合
経

 
明
日
を
担
う

高
み
を
め
ざ
す
農
業
経
営

夏
場
に
は
回
復
し
、
全
般
的
に
も
平
年
作

と
な
り
良
か
っ
た
」
と
安
堵
し
て
い
ま
す
。

就
農
８
年
目
に
向
か
っ
て
、
管
理
技
術

を
い
か
に
自
分
の
も
の
と
し
て
身
に
着

け
る
か
が
大
事
と
し
て
い
ま
す
。
主
に

栽
培
し
て
い
る
ト
マ
ト
は
６
月
中
旬
か

ら
10
月
末
ま
で
の
長
い
収
穫
期
間
で
、

シ
ー
ズ
ン
中
に
そ
の
都
度
リ
カ
バ
リ
ー

で
き
る
こ
と
も
や
り
が
い
の
１
つ
と
し

て
い
ま
す
。

　

苗
半
作
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
育
苗
に

は
神
経
を
使
い
、
健
苗
の
た
め
苗
床
用

の
土
は
自
分
で
ブ
レ
ン
ド
。
ハ
ウ
ス
面

積
は
一
定
と
な
る
た
め
、
単
位
当
た
り

の
収
量
確
保
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
決
定
的
な
の
が
水
管
理

と
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
後
は
病
気
や

ス
リ
ッ
ク
ス
に
も
勿
論
気
を
付
け
な
が

ら
作
物
管
理
を
続
け
ま
す
。
繁
忙
期
は

朝
５
時
頃
か
ら
10
時
頃
ま
で
ハ
ウ
ス
内

作
業
。
親
か
ら
栽
培
技
術
を
継
承
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
め
ざ
す
と

こ
ろ
は
、
収
量
、
品
質
的
に
も
今
よ
り

さ
ら
に
低
コ
ス
ト
経
営
に
努
め
た
い
と

意
欲
的
で
す
。
今
後
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
の
が
新
品
種
を
ど
う
取
り
込

ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
耐
病

性
で
あ
り
、
木
が
暴
れ
な
い
で
素
直
に
生

育
す
る
こ
と
、
身
な
り
が
順
調
に
な
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
「
桃
太
郎
」
か
ら
の
派
生
品
種
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
我
が
家
の

圃
場
に
あ
っ
た
も
の
を
選
抜
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

農
閑
期
の
今
は
Ｊ
Ｒ
で
除
雪
の
バ
イ

ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
色
々

な
職
業
の
方
や
農
業
者
も
沢
山
い
ま
す

の
で
、
い
い
意
味
で
情
報
の
交
換
場
所

に
な
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。
24
時
間

勤
務
で
シ
フ
ト
性
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
出
勤
日
数
は
10
日
前
後
。
本
格
的
な

春
作
業
ま
で
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

青
年
部
加
入
は
25
才
か
ら
。
支
部
活

動
か
ら
理
事
を
経
験
し
、
現
在
は
監
事
。

青
年
部
活
動
は
仲
間
づ
く
り
、
情
報
の

交
換
に
欠
か
せ
な
い
組
織
。
新
し
い
「
自

分
磨
き
」
に
勉
強
を
し
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

青年部活動は「自分磨き」も

美瑛町
中宇聖和

宇莫別・朗根内
ブロック

（青年部監事）

松原 幸司さん

（S61.2.7 生まれ）
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昨
年
11
月
21
日
に

札
幌
市
で
開
催
し

た
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
実
践
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
北

海
道
大
会
（
平
成
27

年
開
催
）
の
決
議
事

項
の
実
践
機
運
を
高

め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、『
新
規
担
い
手
倍
増
』

と
『
道
民
と
食
と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー

５
５
０
万
人
づ
く
り
と
准
組
合
員
制
度
』
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
Ｊ
Ａ
の
実
践
事
例
発
表

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、『
担

い
手
受
け
入
れ
へ
の
地
域
合
意
形
成
』
と
『
准

組
合
員
と
の
関
係
強
化
』
の
大
切
さ
な
ど
を
再

認
識
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡

大
を
目
的
に
酪
農
家
の
拠
出
金
で

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海

道
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
京
都
武
蔵
野
市
吉

祥
寺
の
商
業
施
設
「
コ
ピ
ス
吉
祥
寺
」
に
期
間
限

定
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
→
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」（
平
成
29
年
11
月
15
日

～
平
成
30
年
３
月
25
日
）
を
開
催
し
、
北
海
道
酪

農
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。
会
場
で
は
北
海

道
の
酪
農
家
が
実
際
に
訪
れ
、
来
場
者
と
交
流
す

る
イ
ベ
ン
ト
も
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
「
食
」
と
「
農
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
「
北

海
道
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
や

「
ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
ほ
か
、
口
座
開
設
を
予
約
さ
れ
た
方
に

「
ち
ょ
リ
ス
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
等
へ

参
加
し
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

２
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
第

69
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
７
丁
目
会
場
に
て
、

平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
共
済 

全
道
小
・
中
学
生
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
65
点

を
展
示
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
交
通
ル
ー

ル
の
大
切
さ
や
交
通
安
全
に

対
す
る
願
い
が
描
か
れ
た
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
品
を

通
し
て
、
交
通
事
故
防
止
の

意
識
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年

３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

昨年の会場の様子↑

JA による事例発表の様子↑
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☆
当
選
者
は

小　

林　

た
け
る
さ
ん

三
田
村　

千
恵
子
さ
ん

吉　

本　

美
津
子
さ
ん

中　

澤　

明　

美
さ
ん

真　

田　

由　

衣
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
お
内
裏
さ
ま
、
５
人
ば
や
し
と
い

え
ば

②
胸
び
れ
を
広
げ
て
滑
空
し
ま
す

③
―
―
学
生
、
修
道
―
―

④
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
も
呼
ば
れ
ま
す

⑥
水
を
多
め
に
入
れ
て
炊
い
た
米

⑧
ド
ラ
イ
バ
ー
で
締
め
付
け
ま
す

⑩
と
っ
く
り
を
持
っ
て
お
―
―
―
し

た
⑬
円
を
描
く
と
き
に
使
う
文
房
具

⑮
大
、
小
、
裸
か
ら
連
想
さ
れ
る
穀

物
は

⑰
定
規
を
使
う
と
き
き
れ
い
に
引
け

ま
す

⑲
ク
ル
ミ
や
ド
ン
グ
リ
が
似
合
う
小

動
物

②
在
校
生
の
送
辞
に
対
す
る
卒
業
生

の
返
事

⑤
15
日
間
あ
る
大
相
撲
な
ら
８
日
目

⑦
ケ
ー
キ
を
焼
く
前
に
オ
ー
ブ
ン
を

―
―
し
た

⑨
大
学
―
―
に
向
け
て
受
験
勉
強
を

し
て
い
ま
す

⑪
日
に
よ
っ
て
値
段
が
変
わ
る
メ

ニ
ュ
ー
に
は
こ
う
書
か
れ
ま
す

⑫
宇
野
重
吉
と
寺
尾
聡
、
渡
辺
謙
と

杏
⑭
国
民
の
三
大
―
―
は
教
育
・
勤
労
・

納
税
で
す

⑯
食
材
を
い
ぶ
し
て
作
り
ま
す

⑱
石
原
裕
次
郎
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
―
―

よ
今
夜
も
有
難
う
」

⑳
豚
カ
ツ
の
衣
の
一
番
外
側

㉑
永
世
中
立
国
と
し
て
有
名
。
首
都

は
ベ
ル
ン

Ａ
→
Ｅ

『
フ
キ
ノ
ト
ウ
』
で
し
た

18

18

7

2

【全体運】人間関係に恵まれそう。特に趣味や習
い事などを通じた交流から得るものが多いはず。
SNS にも出会いあり

【健康運】スポーツで体調ＵＰ！腕が上達しやすい
【幸運を呼ぶ食べ物】伊予かん

【全体運】思う通りにならないことが多く、ストレ
スを感じがち。でも、笑顔と優しさを忘れなけ
れば開運のきっかけに

【健康運】体を動かす習慣を付けると、ラッキー
【幸運を呼ぶ食べ物】ヤリイカ

【全体運】行動力が高まる兆し。以前からやってみ
たかったことに挑戦を。攻めの気持ちで動けば、
手応えを得られるはず

【健康運】スキンケアを丁寧に。肌も心も潤いそう
【幸運を呼ぶ食べ物】カラシナ

【全体運】物事を邪推しやすく、素直になれない
気配。ゆっくり息を吐き、気持ちを静めましょう。
いい香りをかぐのも◎

【健康運】健康法に凝り過ぎてしまいがち。ほどほどに
【幸運を呼ぶ食べ物】豆腐

【全体運】 あれこれ迷いが生じやすい月。信頼で
きる人に話を聞いてもらい、一人で悩まないで。
芸術鑑賞で気晴らしを

【健康運】ほぼ順調。散歩や体操などの運動につき
【幸運を呼ぶ食べ物】セリ

【全体運】神経質になる暗示。周囲の悪い面ばかり
目に付きやすいので、意識を変えて。気分転換に
はハーブティーが有効

【健康運】リラックスして過ごすことで上向くはず
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲間たち
とにぎやかに楽しんで。絵を描くなど、創作的な
活動にも幸運がある予感

【健康運】ロコミで体質に合う食材を発見しそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ナバナ

【全体運】ささいなことでイライラするかも。一人
の時間を持ち、心を安定させて。手作りの趣味を
満喫するのもお勧め

【健康運】暴飲暴食に注意。栄養バランスも大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】フキのとう

【全体運】興味を持っているジャンルについて情
報収集を。耳寄りな話題をキャッチできる可能性
大。人脈拡大にもベスト

【健康運】 疲労をため込みやすいので、休息が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】タイ

【全体運】プライベートの充実を図るのに向いて
います。やるべき作業を片付けたら、好きなこと
に打ち込んでみましょう

【健康運】生活リズムを整えると調子が上向く予感
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】いつも以上に魅力が輝く月。積極的に自
己アピールしていくと好結果に。新しいことへの
チャレンジも大賛成！

【健康運】血行を促進させることで、より健康体に 
【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

【全体運】インスピレーションがさえる時期。ふと
したひらめきを大切にして。人間関係は皆の調和
を第一に考えると好転

【健康運】ストレスを感じやすい。ゆったり備えて
【幸運を呼ぶ食べ物】オレンジ

12

12

20

20

21

21

19

19

18

18

Ｅ

Ｅ

62

注！ハガキは62円です

ナ
ツ
ト

ア
ウ
ト

ウ
ロ
コ

チ
エ
ス

キ
ン

ツ
ミ

ホ
オ

ユ
バ

シ
ユ
ク
フ
ク

リ
レ
キ
シ
ヨ

カ
ノ
ウ
セ
イ

ト モ

モリ

7



9

メリットいろいろ！青色申告を始めませんか

営農部　☎68-7014

　　青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要なツールです。青色申告には、税制上のメ
リットもありますので早速、取組んでみましよう。なお、収入保険制度の創設を規定した農業保険法
が成立し、平成30年 10月より加入申請開始、平成31年 1月より保険期間がスタートします。こ
の対象者は青色申告を行っている農業者となります。

青色申告を始めるには、まず何をすればいいの？
　平成 31 年の確定申告の際に新たに青色申告を行おうとする場合、個人の場合は平成 30 年の確定
申告期限（平成 30 年 3 月 15 日）までに最寄りの税務署に「青色申告承認申請書」を提出しておく
必要があります。なお、この申請を行っても、後日、「青色申告の取りやめ届出書」を提出して、青色
申告を取りやめることもできます。

青色申告特別控除

「複式簿記」の場合は６５万円を、
「簡易な方式」の場合は１０万円を

所得から控除可能です。

青色申告の主なメリット

パソコン講習会について

営農部　☎68-7014

場所：ＪＡびえい２階パソコン研修会
講師：青色申告会
種類：ソリマチ簿記（パソコン）
日程：２月２日（金）、５日（月）～９日（金）、

13 日（火）～ 15 日（木）、19 日（月）
～ 23 日（金）

時間：①　９：００～１１：００
　　　②１３：００～１５：００
内容：・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の設定

など
　　　・次年度更新の仕方
　　　・クミカンデータの転送の仕方
※酪農講習会は２月７日（水）１５日（木）、２１

日（水）の１３：００～１５：００です。

第1129号　平成30年2月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

２月・３月の土曜日は
お休みさせていただきます

総務部　☎92-2111

　ＪＡの土曜日の業務は、スタンド・
FARMLAND・美瑛選果を除き、休業と
させていただきます。
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第1回セイカン祭のご案内

2月22日（木）23（金）

研修センター　☎92-0588

　トラクター、除雪機や作業機等の点検整備はお済
みですか？
　まだ早いと思っているかもしれませんが春耕期は
すぐそこです。
　農機具の事前点検整備を行うことにより営農コス
ト低減のため、農作業安全のため、確
認してはいかがでしょうか。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　研修センターでは寒いこの時期でも工場内で快適
に点検整備ができ、整備工具等も充実しています。
また、整備点検の行い方など不安に思っている方で
も職員が指導し、安心して行えるよう準備していま
す。
　
また、自分で行えない方は委託整備も受
付を行っております。
　ぜひ、この機会に自主整備、委託整備を行いまし
ょう。
希望される方、料金等詳しくは研修
センターまでご連絡下さい。

除雪機の事故に注意！

研修センター　☎92-0588

日本では毎年除雪機による重大
な死亡・重傷事故が発生してい
ます。

    

事故防止のために	
◆デッドマンクラッチ等の安全装置は無効化せず

に、正しく使用する。
　また、緊急停止スイッチを必ず装着する。
◆雪詰まりを取り除く際は、エンジンを停止して回

転部分が止まったことを確認してから、雪かき棒
で作業する。

◆雪上は足元が非常に滑りやすいので、後方への移
動や斜面で作業する際には転倒に注意する。

◆走行する際には、壁や障害物に十分注意する。
◆作業をする場所の安全を確認し、子供を決して近

づけない。

春の農作業前に点検整備を!!

9：00～ 16：00　２日目15：00まで

特価商材
　日立　コンプレッサー　定価×50％
　ケルヒァ	スイーパー　	定価×50％
　新古品　メッシュコンテナ
　中古　スチールコンテナ　などなど
　来場者には粗品をプレゼント !!

開催場所　ＪＡびえい　研修センター

☎92-3455　FAX92-3488

車検はお早めに…

オートサービスセンター　☎92-2156

　オートサービスセンターは、毎年３月中旬から、
車検整備の繁忙期に入ります。
車検は有効期限満了日の４５日前から受けることが
できます。４５日以内であれば早く車検を行っても
次回の車検満了日までの期間が、短くなることはあ
りませんので、冬タイヤを装着し自走できるトラッ
ク等の車検は、お早めに
入庫されることをお勧め
いたします。
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Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
㈱
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
生
産
す
る
農
産
品
の
付
加
価
値

を
高
め
所
得
と
し
て
少
し
で
も
多

く
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ

ッ
フ
一
同
、
営
業
・
販
売
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
販
売
活
動
の
中

で
取
引
き
先
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
は

一
般
消
費
者
の
方
の
声
を
聞
く
機

会
が
当
然
多
く
あ
り
ま
す
。
い
ま

求
め
ら
れ
て
い
る
作
物
の
販
売
の

形
態
な
ど
有
利
販
売
に
繋
が
る
情

報
収
集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
に
、
ネ
ッ
ト
通
販
業
者
な
ど

か
ら
加
工
品
や
お
米
、
季
節
の
野
菜
を
少
量

ず
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
「
美
瑛
セ
ッ

ト
」
や
、
温
度
帯
が
同
じ
生
鮮
野
菜
を
少
量

2018GARAGE
取りまとめ実施中

研修センター　☎92-0588

　～農機部品・小農具
　　　　　　春の取りまとめ～

春作業前の準備はお済みですか !?
潤滑剤やエレメントも取りまとめでコス
ト低減可能です！

取りまとめ期間
　平成30年3月16日㈮　まで

　

通
事
故
は
以
前
に
比
べ
て
格
段
に
減
少
し

ま
し
た
。
農
作
業
事
故
も
わ
ず
か
で
す
が
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
ゼ
ロ
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
状
況

で
事
故
が
起
き
や
す
い
か
自

覚
し
て
、
事
故
防
止
活
動
に

繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
事

故
に
は
原
因
が
あ
り
ま
す
。

人
が
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、

肉
体
的
・
精
神
的
・
心
理
的

な
不
安
定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
作
業
面
で
は

機
械
や
器
具
類
の
不
備
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
作
業
環
境
に
も
誘
引
が
あ
り
ま
す
。
こ

事
故
ゼ
ロ
運
動

れ
ら
が
単
独
で
主
原
因
と
な
る
こ
と
は
少
な

く
、
複
合
原
因
と
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が

大
半
で
す
。
し
た
が
っ
て
事
故
原
因
を
分
析

す
る
と
き
は
、
人
・
機
械
・
環
境
の
ど
れ
か

に
偏
ら
ず
調
査
し
、
再
発
防
止

対
策
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
代
農
業
は
機
械
無
し

で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
大
切

な
収
入
に
結
び
付
く
機
械
作
業

で
す
が
、
最
も
基
本
で
あ
る
正

し
い
点
検
修
理
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
悲
劇
を
招
き
ま

す
。
特
に
、
安
全
装
置
を
取
り

外
す
こ
と
、
危
険
個
所
へ
の
接

触
な
ど
が
事
故
に
繋
が
る
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

新
年
度
に
向
け
て
気
持
ち
も
一
新
し
て

　
少
量
多
品
種
の
消
費
地
要
望
に
応
え
た
販
売
活
動

ず
つ
１
梱
包
に
ま
と
め
た
「
旬
の
野
菜
セ
ッ

ト
」
の
要
望
を
多
く
頂
い
て
い
ま
す
。
美
瑛
の

農
産
物
・
加
工
品
は
限
り
あ
る
大
切
な
商
品
で

す
。
素
材
だ
け
で
も
十
分
魅
力
的
で

す
が
、
消
費
者
に
近
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
少
量
多
種
が
好
ま
れ
て
い
る
昨

今
、
有
利
販
売
に
繋
げ
る
た
め
に
は

他
産
地
、
他
業
者
と
の
差
別
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

先
日
、
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
新

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
は
産
直
小

ロ
ッ
ト
配
送
や
少
量
多
種
を
ア
ソ
ー

ト
セ
ッ
ト
に
梱
包
し
配
送
と
い
っ
た

こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
な
施

設
を
大
い
に
活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
販
売

活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

JAびえい販売㈱東京事務所

INFORMATION
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第1129号　平成30年2月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

■新年も早々にもう２月、「春の来ない冬はない」との諺通り数年に 1
度の寒波が全国を襲っているものの待ち遠しい足音が着々と訪れている。
■活火山を抱える「わがまち美瑛町」大雪山系十勝岳の麓ゆえに数々の
恩恵を頂いている。群馬県白根山の突然の噴火は他人事ではない。この
噴火は３千年ぶりに眠りから覚め、火山学者からは正に想定外とのこと。
自然の猛威は不測の災害をもたらすことを痛切に感じる。周期的にＸデー
が予見される今日「災害に対する備え」は忘れてはならない。■食糧基
地北海道に大きな農業被害をもたらす「TPP １１」が日本の大幅な農産
物の市場開放に踏み切ってしまうことが確実になった。国は出来るだけ
早いうちに発効をめざしたいとしているが、農業切捨ての「前のめり外交」
に不満が残る。

731 人

1,915 人

276 億 07 百万円

62 億 44 百万円

 11 億 40 百万円

45 億 89 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 29 年 12 月末）

発生件数　　0 件（16 件）　《20 件》
　　負傷　　0 人（16 人）　《19 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 1 人》
（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（1月 20日現在）

2
平

成
30年

2月
1日（

毎
月

1回
発

行
）

昭
和

45年
3月

5日
第

3種
郵

便
物

認
可

毎
月

1日
発

行
1129

熊
谷

留
夫

総
務

部
　

　

第33回理事会　11月30日（木）

第34回理事会　12月26日（火）

■議案審議事項
議案第１号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　登録金融機関業務廃止に係る規程類の一部

変更並びに廃止について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　固定資産の取得について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　固定資産の売却について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 30年度美瑛町農林予算の要望事項について

■議案審議事項
議案第１号　役員選任及び総代選挙日程について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　FinTech 企業等との連携及び協働に係る方

針の制定について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　従業員に対する期末賞与の支給について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　債権の償却について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 29年度決算事務処理日程について
②平成 29年度のクミカン収支見通しについて
③平成 29年度クミカン貸越額の精算について

7日（水）　種子馬鈴薯生産部会定期総会

8日（木）　豆作生産部会定期総会

13日（火）　稲作生産部会定期総会

14日（水）　麦作生産部会定期総会

21日（水）　長葱生産部会定期総会

22日（木）
　ニンジン生産部会定期総会
　馬鈴薯生産部会ブロック研修会
　（～ 23日）

23日（金）　大根生産部会定期総会

28日（水）　メロン生産部会定期総会

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
新
商
品
『
び
え
い
産
な
な
つ
ぼ

し
と
し
ゅ
ま
り
小
豆
の
甘
酒
』
の
販
売
を
１
月

29
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
美
瑛
産
を
主
役
に

し
た
逸
品
を
新
た
に
商
品
化
。
こ
の
商

品
は
近
郊
に
あ
る
谷
口
農
場
の
甘
酒
の

製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
び
え
い

産
な
な
つ
ぼ
し
と
し
ゅ
ま
り
小
豆
を
一

緒
に
発
酵
さ
せ
て
素
材
の
力
を
活
か
し

て
優
し
い
甘
さ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

原
材
料
は
、
も
ち
ろ
ん
美
瑛
町
で
育

て
ら
れ
た
「
な
な
つ
ぼ
し
・
し
ゅ
ま
り

小
豆
」
と
米
こ
う
じ
だ
け
で
す
。
自
然

に
恵
ま
れ
た
大
雪
山
系
十
勝
岳
の
銘
水
、
内
陸

性
気
候
に
よ
る
寒
暖
の
差
と
い
う
、
耕
作
に
恵

ま
れ
た
土
地
条
件
に
よ
り
、
安
心･

安
全
な
美

味
し
い
な
な
つ
ぼ
し
と
し
ゅ
ま
り
小
豆
。
温
め

て
も
冷
や
し
て
も
美
味
し
く
、
こ
う
じ
椛
菌
の

発
酵
の
力
で
生
ま
れ
る
お
米･

小
豆
の
自
然
な

甘
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ノ
ン
ア
ル

＜商品概要＞
●商品名
　『びえい産ななつぼしと
　　しゅまり小豆の甘酒』
●容量
　　190g
●原材料
　　米こうじ、米、小豆
●希望小売価格（税込）
　　250円
●発売日
　　2018年1月29日（月）

もう逸品

び
え
い
産
な
な
つ
ぼ
し
と

　
　
し
ゅ
ま
り
小
豆
の
甘
酒

コ
ー
ル･

砂
糖
不
使
用
で
お
子
様
で
も
安
心

し
て
お
飲
み
頂
け
ま
す
。

　

販
売
先
は
美
瑛
選
果
本
店
、
美
瑛
選
果
新

千
歳
空
港
店
、
道
の
駅
び
え
い
等
で
す
が
、

今
後
道
内･

首
都
圏
の
既
存
の
取
引
先
を
中

心
に
販
売
先
を
広
げ
る
考
え
で
す
。
販
売
目

標
は
年
間
６
万
缶
。
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

新
発
売
で
す


